
「生活者としての外国人」のための日本語学習サイト

「つながるひろがる にほんごでのくらし」活用説明会

主催： 文化庁国語課、凸版印刷株式会社



本日のプログラム

１. 開会 説明会概要ご説明

２. ごあいさつ
（文化庁国語課）

３. 事業趣旨のご説明
（文化庁国語課日本語教育指導普及係長 鈴木 啓太）

４. サイトの基本的な使い方について

５. 広報ツールの活用について

６. 質疑応答

７. サイトの応用的な使い方について
（文化庁国語課地域日本語教育推進室専門職 北村 祐人）

８. 閉会



事業趣旨のご説明

文化庁国語課日本語教育指導普及係長 鈴木 啓太



日本語教室が開催されていない市区町村（以下，空白地域）に居住する外国人は現在，約４７万人いる。（令和元年１１月現在）
（空白地域は１，１０９ 地域住民に対する外国人比率の全国平均２．２２％以上の市区町村１４１）
空白地域在住の外国人に日本語学習機会の提供を目的として，①アドバイザーを派遣するとともに，日本語教室の開設・安定化に向けて支援する。
また，②日本語教室の設置が困難な地域に住む外国人にはインターネット等を活用した日本語学習教材（ＩＣＴ教材）を開発・提供する。さらに，③日本語教
室がない市町村が多い都道府県において空白地域解消のノウハウを共有，解消方法を検討・協議するために研究協議会等を開催し，日本語教室設置を促す。

●外国人材の受入れ･共生のための総合的対応策（令和２年７月，外国人材の受入れ・共生のための関係閣僚会議で改訂）

●日本語教育の推進に関する施策を総合的かつ効果的に推進するための基本的な方針（令和２年６月，閣議決定） ●成長戦略フォローアップ（令和２年７月，閣議決定）

●地域日本語教育

プログラムの開発

●施策立案への助言

●関係機関との調整

●地域に日本語教室が開設さ
れる，もしくは日本語学習
することにより，日本語を習
得する

●近隣住民とのコミュニケーショ
ンが円滑になり外国人が孤
立することが少なくなる

●地域住民（日本人・外国
人）の地域社会への参画が
増える

●地域住民が活躍，外国人
の受入れが円滑になる

●地域が活性化する

コーディネーター，日本語教室の日本語教師，日本語教室運営のための人材
養成，教材作成等に係る経費を支援

日本語教育を
行う人材の育成

指導者養成プログ
ラムの開発，実
施に対する支援

日本語教室の
開設（試行）

日本語教室
の運営

カリキュラム・教材
の開発に対する
支援

教室運営の安定
化に向けた支援

専門家チームに
よる３年サポート

▼ アドバイザー派遣の支援

(前年度予算額 147百万円)
令和3年度要求額 186百万円

●日本語教室の開設に向け
て取り組んでいる全国の
市町村等

空白地域解
消の実践事
例紹介

地域資源活
用連携方法
等協議

≪令和２年度採択実績≫・件数：17件・対象：市町村等

▼日本語学習サイト「つながるひろがる にほんごでのくらし」

ICT教材の開発・提供２地域日本語教育スタートアッププログラム１

３

地方公共団体による取組

セミナー・協議会の開催

期待される効果

▼ 空白地域解消推進セミナー（東京） ▼ 研究協議会【新規】
（空白地域が多い都道府県２か所）

●域内の市区町村等

▼ 日本語教室の開設・安定化に向けた支援【新規】

令和３年度は，開発した１０言語に追加し，
さらに４言語を開発する。

▼計１４言語
●Ｒ１ 日本語，英語，中国語，スペイン語，

ポルトガル語，ベトナム語（６言語）
●Ｒ２ インドネシア語，フィリピン語，ネパール語

カンボジア語（４言語）
●Ｒ３ タイ語，ミャンマー語，韓国語，モンゴル語

（４言語）

また，日本語学習教材の活用方法の説明会開催
する。

「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進事業



ＩＣＴを活用した「生活者としての外国人」のための日本語学習コンテンツの
開発・提供に関する調査研究報告書

調査結果～内容～

• 生活に根差した内容とする

• 動画の視聴を通じ気軽に日本語を学習できる形式とする

• いつでもどこでも学習できるよう、ＩＤやパスワードを発行しな
いウェブサイト形式とする

• 表現や語彙、文型に関する説明を学習できる

• 日本社会における知識や文化・習慣を身に付けられる

• 周囲が学習のサポートをしやすい環境を整える



概要
日本語教室がない空白地域に暮らし，日本語学習機会がない外国人
が独学で習得できる日本語学習コンテンツを開発・公開
（委託：凸版印刷株式会社）

内容
・生活場面の動画中心，字幕表示，文法確認，表現・語彙の確認，
生活に必要な情報等
・活用方法等のセミナー開催

対応言語 全１４言語を目標に追加予定
令和元年度：６言語開発
（日本語，英語，中国語，ポルトガル語，スペイン語，ベトナム語）
令和２年度：４言語追加
（インドネシア語，フィリピン語，ネパール語，カンボジア語）
令和３年度：４言語追加
（韓国語，ミャンマー語，モンゴル語，タイ語）

使い方ガイドブック等の作成
活用促進のため，広報ツールを作成・公開
・使い方ガイドブック
・パンフレット
・広報用動画

「生活者としての外国人」のための日本語学習サイト

つながるひろがる にほんごでのくらし



サイトの応用的な使い方について

文化庁国語課地域日本語教育推進室専門職 北村 祐人



このサイトにおける学習のプロセス

使い方ガイドブックP14~15
「基本の学び方」

・動画視聴→表現・言葉の学習につなげる基
本的な使い方を紹介

使い方ガイドブックP16~17
「いろいろな使い方

~ちょっと誰かとつながろう！~」

・動画視聴→表現・言葉の学習につなげる基
本的な使い方を紹介

使い方ガイドブックP8



目標確認

動画視聴
表現・言葉の学習

使い方ガイドブックP14~15



使い方ガイドブックP16~17



使い方ガイドブックP42~43

使い方ガイドブックP92～91使い方ガイドブックP72~73



活用事例



外国人向けの周知



公益財団法人北九州国際交流協会

日本語教室での活用



人材育成研修での活用


